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実
行
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算
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金
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他

自
治
事
務

法
定
受
託
事
務

 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

芸術団体文化活動活性化事業 ○ Ｓ47 43 1 ○ 3,600 0 0 3,600 ○ ○ 0 

芸術文化活動推進事業 元気な県政 ○ Ｈ7 20 1 ○ 9,495 0 0 9,495 ○ ○ ○ △ 640 

福井県文化顧問活用事業 ○ Ｈ13 14 1 ○ 1,622 0 0 1,622 ○ ○ 0 

地域文化振興支援事業 ○ Ｈ7 20 1 ○ 3,566 0 0 3,566 ○ ○ ○ 0 

フレンドリーアート推進事業 ○ Ｈ15 12 2 ○ 813 0 0 813 ○ ○ ○ 0 

一乗谷朝倉氏遺跡景観向上事業 元気な県政 ○ ○ Ｈ16 11 2 ○ 139,926 66,582 42,438 30,906 ○ ○ ○ ○ 0 

ふくい県民文化総合推進事業 ○ ○ Ｈ18 9 1 ○ 12,164 0 0 12,164 ○ ○ ○ ○ 0 

ふれあい文化子どもスクール開催事業 元気な県政 ○ Ｈ22 5 1 ○ 30,890 0 0 30,890 ○ ○ ○ 0 

子どもたちの芸術・文化体験交流事業 元気な県政 ○ Ｈ23 4 4 ○ 5,642 0 0 5,642 ○ ○ ○ ○ △ 3,119 

福井の歴史的建造物保存促進事業 元気な社会 ○ ○ Ｈ15 12 1 ○ 1,958 0 0 1,958 ○ ○ ○ ○ 0 

福井の伝統的民家普及促進事業 元気な社会 ○ ○ Ｈ17 10 2 ○ 28,801 0 0 28,801 ○ ○ ○ ○ ○ △ 694 

都市計画策定指導事業費 元気な社会 ○ ○ Ｈ23 4 4 ○ 8,813 0 40 8,773 ○ ○ ○ △ 101 

歴史街道推進事業 元気な産業 ○ Ｈ3 24 1 ○ 400 0 0 400 ○ ○ ○ 0 

歴史博物館調査研究事業 ○ Ｓ59 31 2 ○ 17,703 0 0 17,703 ○ ○ ○ 0 

歴史博物館企画展開催事業 ○ Ｓ59 31 2 ○ 20,360 0 1,703 18,657 ○ ○ ○ 0 

若狭歴史博物館企画展開催事業 ○ Ｓ57 33 2 ○ 217 0 0 217 ○ ○ ○ ○ ○ 0 

朝倉氏遺跡資料館企画展開催事業 ○ Ｓ61 29 2 ○ 11,373 0 2,217 9,156 ○ ○ ○ ○ 0 

県立美術館調査研究事業 ○ Ｓ52 38 2 ○ 100,588 0 0 100,588 ○ ○ ○ 0 

県立美術館企画展開催事業 ○ Ｓ52 38 5 ○ 54,272 0 21,562 32,710 ○ ○ ○ 0 

県立美術館教育普及事業 ○ Ｈ7 20 1 ○ 550 0 0 550 ○ ○ ○ 0 

若狭歴史博物館開館事業 ○ Ｈ24 3 4 ○ 574,266 517,659 0 56,607 ○ △ 574,266 

文化施設旅行クーポン取扱手数料 ○ Ｈ16 11 4 ○ 46 0 435 △ 389 ○ ○ 0 

ふくいの歴史文化発信事業 ○ Ｈ25 2 1 ○ 7,280 0 2 7,278 ○ 0 

日露交歓コンサート開催事業 ○ Ｈ26 1 1 ○ 5,935 0 1,000 4,935 ○ △ 5,935 

「北前船主の館」文献調査事業 ○ Ｈ25 2 1 ○ 5,824 0 5,824 ○ 0 

朝倉氏遺跡資料館魅力アップ事業 ○ Ｈ25 2 1 ○ 2,452 0 0 2,452 ○ 0 

22 6 3 50 26 0 1,048,556 584,241 69,397 394,918 7 3 3 6 3 1 0 4 7 3 3 3 2 0 2 1 0 20 0 4 0 0 0 2 0 △ 584,755 

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

福井新々元気宣言
における位置付け

平成
26年度
予算額

 財源内訳 成果指標1結果分類

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 事務区分 成果指標2結果分類活動指標1結果分類 活動指標2結果分類

一般会計

平成２６年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）文化振興課

会計区分

課・室名



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ □ Ｓ47 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 43 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

3,600 3,600 3,600 3,600

3,600 3,600 3,600 3,600

3,536 3,600 3,600 3,600

72 72 70 70

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

実行予算

文化振興

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

国　庫

県　単 経過年数

［事業内容］

事      業      名 含まれる事業数芸術団体文化活動活性化事業

指標

[事業目的]

　芸術文化活動団体を育成し芸術文化の振興を図るとともに、各文化団体が実践する地域文化活動普及に資する取組みを支援することにより、地域文化の掘り起こしや新たな文化創造を図る。

　福井県文化協議会が実施する、または、福井県文化協議会と各文化活動団体等が共同で実施する次の事業に対し、補助する。
　　・営利を目的とせず全県的な視野に立ち定期的または継続的に行う美術、舞踏、演劇、文学等の大会、展示会、コンクール開催、出版事業
　　・県民文化の保存継承、相互交流、文化創造を目的とし、広く県民が参加できるように行われる体験教室、鑑賞教室、講習会等の事業

[予算額および指標の推移等]

２６年度

3,600

3,600

-0.9%

区　　　　　　分

その他

〕　　　＝　　　〔

・さまざまな芸術文化活動団体への支援により、団体の行う芸術文化活動が充
実強化され、地域の文化活動が活発になることで、県民が芸術文化に親しむ機
会が拡充され、地域文化の掘り起こしや新たな文化の創造が図られる。

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

補 助 金

そ の 他

Ⅲ

　

（単位：千円）

結果分類

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

特　記　事　項

廃　　止

□

完　　了

□ 終期の見直し

□

そ の 他

見　直　し　額

計 画 の 達 成 状 況

指標

整理統合

拡　　充

継　　続■

平成２６年度予算額

成果

補助対象事業数

□

活動

#DIV/0!

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 文化振興課

事　業
開　始
年　度

部（庁）

#DIV/0! ※目標数値を設定することが困難なため、特記事項に記載

評価に基

づく今後

の 対 応

 〕　／　整備目標

□

#DIV/0!

千　円

□

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

0.0%

0.0%

0.6%

事業効果

の推移

平均伸び率

　芸術文化活動団体の活動の活性化が図られている。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0 

3,600 

・H15　県民文化の保存継承、相互交流、文化創造を目的とし、広く県民が
参加できるように行われる体験教室、鑑賞教室、講習会等の実施を補助要件
とした。

区　　　　　　分

　地域文化活動の創造に資する芸術文化活動団体の取組みを今後も支援する。

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 3,600 

0 

□

－１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ □ Ｈ7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 20 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

19,926 16,971 14,878 10,995

19,772 16,971 14,183 10,600

18,196 15,378 13,681 9,851

45 44 28 30

18 22 8 7

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

文化振興

１　芸術文化振興事業

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 10,495

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

事      業      名

［事業内容］

経過年数

その他

事　業
開　始
年　度

生活に福井の文化

含まれる事業数 国　庫

[事業目的]

事務区分
事業終了
予定年度

県　単 補 助 金

-18.2%

　県民の優れた地域文化活動を支援することにより、本県文化団体の育成とさらなる底辺拡大を促進し、県民の地域文化鑑賞機会の拡充を図る。さらに、国内外の文化団体との交流を通して、本県地域文
化を国内外へ発信させるとともに、文化の相互理解と新たな地域文化の創造発展に貢献し、本県の活性化とイメージアップを図る。

法定受託事務

元気な県政

〕　　　＝　　　〔 〕　／　整備目標

指標事業効果 #DIV/0!

の推移 成果 新規補助事業数 -18.0%

千　円

特　記　事　項

□

縮　　減

休　　止

□

［活動指標、成果指標に対する評価］
□

△ 640

□□

見　直　し　額

廃　　止

・平成13年度：芸術文化公演等参加事業に海外研修等への参加を新設
・平成15年度：国際的・広域的芸術文化事業と芸術文化公演等参加事業を
　　　　　　　芸術文化振興事業に統合
・平成18年度：国民文化祭の成果を継続させるための事業を新設
・平成22年度：次世代育成に寄与する活動を支援することとし事業を拡充
・平成26年度：海外公演等への参加への支援を廃止

そ の 他

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 文化振興課部（庁）

芸術文化活動推進事業

そ の 他

9,495

-14.5%

-18.6%

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

Ⅳ

実行予算

一般会計

□ 終期の見直し

特別会計
企業会計

会計区分

※１８年度の補助事業をベースにして、１９年度以降の新規事業数を計上

#DIV/0!

完　　了

　各文化団体の活動について活性化が図られている。

評価に基

づく今後

の 対 応

指標

拡　　充

□

事業開始後の見直し状況

継　　続

整理統合□

■

　　(1)地域文化創造支援事業、(2)国内外の芸術文化活動団体等との交流促進、(3)全国へのふくいの文化発信、

　　(4)全国的な芸術文化活動、(5)次世代育成活動支援事業、(6)ふくい風花随筆文学賞事業実行委員会　に対する補助

補助対象事業数 Ⅳ活動

決 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

-10.5%

区　　　　　　分

財源内訳

9,495 一　般　財　源

0 

国　　　　　庫

予　算　額　（単位：千円）

　平成１７年度に本県で開催された国民文化祭を契機として各文化団体の活動は活性化しており、
さらにレベルアップを図るとともに、文化の担い手や団体の育成と活動のさらなる広がりを進めて
いく。また、補助単価の見直しを行うとともに、新規参入が促進される仕組みを取り入れる。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

所属の

方　針

[事業の評価]

平成２６年度予算額

9,495 

その他特定財源

0 

計 画 の 達 成 状 況

－２－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ Ｈ13 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 14 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

1,744 1,719 1,697 1,622

1,744 1,719 1,697 1,622

1,730 1,719 1,686 1,551

2 3 2 3

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

Ⅰ

その他

特別会計
企業会計

会計区分

観光営業部 文化振興課

経過年数

一般会計

事　業
開　始
年　度

部（庁）

[予算額および指標の推移等]

２６年度

そ の 他

区　　　　　　分

文化振興

22.2%

-2.4%

-3.5%

1,622

〕　　　＝　　　〔

□

□ 終期の見直し

そ の 他□

完　　了

廃　　止

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

の推移

予　算　額　（単位：千円）

平成２６年度予算額

1,622 

計 画 の 達 成 状 況

区　　　　　　分

指標

財源内訳

0 

所属の

方　針

評価に基

づく今後

の 対 応
□

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
整理統合

見　直　し　額

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

実行予算

補 助 金

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

県内における講演、懇談回数

（単位：千円）

平均伸び率

-1.8%1,622
目標値、指標の積算根拠等

活動

結果分類

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

福井県文化顧問活用事業 含まれる事業数 国　庫
事 業
区 分

事      業      名

当 初 予 算 額 の 推 移

□拡　　充

・全国規模の雑誌に連載を持ち、またテレビ出演も多く影響力が大きい山根一眞氏を
県文化顧問として活用することにより、本県の文化施策のＰＲや文化水準の向上等が
図られる。

※目標数値を設定することが困難なため、特記事項に記載

特　記　事　項

事業効果

継　　続

千　円

□ □

 〕　／　整備目標

■

　全国規模の雑誌、講談社ブルーバックス、Webマガジンにおいて本県文化を紹介する記事を掲載
していただくなど、確実に事業の成果があがっている。

［活動指標、成果指標に対する評価］

成果

指標

　今後も本県文化とその活動のＰＲ等のため、雑誌への記事掲載や指導、助言を得ることが効果的
であることから、事業を継続する。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0 

1,622 

［事業内容］

[事業目的]

　本県の文化振興施策を計画的かつ継続的に展開するため「福井県文化顧問」を設置し、文化振興施策全般に対して総合的な見地から指導、助言を得る。

県　単

[事業の評価]

　文化顧問「山根一眞氏」の業務内容

　　・本県の文化振興施策全般に対する指導、助言

　　・国民文化祭ふくい２００５の成果を継承し、発展させる文化振興事業についての指導、助言

　　・本県の文化振興に関する各種普及広報活動への協力

－３－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ □ Ｈ7 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 20 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

3,767 3,667 3,547 3,465

3,667 3,547 3,465 3,591

3,667 3,547 3,465 3,591

3 3 1 0

2 1 0 0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

事      業      名

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

文化振興文化振興課部（庁）

国　庫

法定受託事務

　財団法人地域創造が助成する次の事業を支援するため、負担金を交付する。
　　１　地域における創造的で文化的な表現活動のための環境づくりに資するための事業
　　２　地方公共団体が地域において自主的に実施する創造的で文化的な表現活動のための環境づくり等に関する支援および地域間交流
　　３　地域における創造的で文化的な表現活動にかかる公演、イベント等の推進
　　４　地方公共団体が推進する美しく潤いのある地域づくりなどの創造的で文化的な環境づくり
　　５　地域における生活福祉の向上、住民の余暇活動の充実等健やかな地域社会の実現に資するための諸施策の推進

-1.2%当 初 予 算 額 の 推 移 3,591

区　　　　　　分 ２６年度

［事業内容］

　ゆとりと潤いに満ちた健やかな地域社会の実現に資するため、地域における創造的で文化的な表現活動のための環境づくりの推進を支援することにより、美しく心豊かなふるさとづくりの推進に寄与す
ることを目的とする。

[事業目的]

-0.6%

-0.6%

（単位：千円）

結果分類

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

〕　　　＝　　　〔

 

 

 

#DIV/0!

特　記　事　項

その他

経過年数 事務区分補 助 金

そ の 他

事　業
開　始
年　度

実行予算
事業終了
予定年度

県　単

整理統合

■

□

□

□

Ⅳ

Ⅳ

※目標数値を設定することが困難なため、特記事項に記載

千　円

　　

□

廃　　止 □
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□ 縮　　減

休　　止 □

・地域における創造的で文化的な表現活動を振興して地域づくりに寄与するた
めに財団法人地域創造が行う助成事業について、全都道府県が支援を行ってお
り、美しく心豊かなふるさとづくりの推進を図っている。
・財団法人地域創造が行う助成事業について、年間事業費が減少傾向になって
いる。

拡　　充

評価に基

づく今後

の 対 応

完　　了

□

見　直　し　額

継　　続

終期の見直し

#DIV/0!

事業開始後の見直し状況

[事業の評価]
［活動指標、成果指標に対する評価］

成果

3,566 

そ の 他

#DIV/0!

[予算額および指標の推移等]

3,566２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

#DIV/0!

補助決定事業数事業効果

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

含まれる事業数地域文化振興支援事業

観光営業部

3

3

指標

指標

活動

 〕　／　整備目標

補助申請事業数

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0 

計 画 の 達 成 状 況

の推移

予　算　額　（単位：千円）

平成２６年度予算額

3,566 

0 

区　　　　　　分

　県や県内の市町、文化団体が積極的に当事業の活用を図っている。

財源内訳

所属の

方　針 　芸術文化の振興に有効な助成制度であり、今後も継続していく。

－４－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ Ｈ15 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 12 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

2,862 2,070 2,948 790

2,862 2,070 2,948 790

2,850 2,052 1,829 790

4 3 2 0

8 8 8 8

2,499 3,996 2,871

230 269 247 362

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

２６年度

2,406

813

そ の 他その他

平均伸び率

36.5%

-19.5%

評価に基

づく今後

の 対 応

拡　　充

[事業目的]

　すべての地域の県民が等しく文化施設の催事等に触れる機会を確保するため、特に嶺南地域において、移動企画展等を拡充するとともに、福井市内の中核的文化施設への直行送迎バスを運行し、利便性
の向上を図る。

１　嶺南地域での移動美術館、移動企画展（歴史博物館）の実施
２　嶺南地域から県立音楽堂および県立美術館への直行送迎バス（フレンドリーアート号）の運行

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類

［事業内容］

指標

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］
[事業の評価]

の推移

0 

813 

移動企画展等観覧者数

若狭歴史博物館リニューアルのため実施なし

0.0%

#DIV/0! 3,500人　移動美術館2,500人（3回）+移動企画展1,000人

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

千　円

完　　了

終期の見直し

そ の 他□

見　直　し　額

□ 廃　　止整理統合□

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 部（庁）

国　庫

会計区分

事　業
開　始
年　度

文化振興

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

経過年数 事務区分県　単
事業終了
予定年度

一般会計
特別会計
企業会計

文化振興課

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□

指標

事      業      名 実行予算

補 助 金

含まれる事業数フレンドリーアート推進事業

継　　続

・平成25年度は、移動企画展の実施なし（歴民リニューアルのため）

□

休　　止 □□

縮　　減□

■

特　記　事　項

Ⅱ

平成２６年度予算額

18.4% 320人　バス定員50人×0.8×8回

 〕　／　整備目標

-31.9%

移動企画展等開催回数

事業効果 送迎バス運行回数

活動 -52.8%

一　般　財　源

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

送迎バス利用者数

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

区　　　　　　分

　移動企画展等の実施や県立音楽堂等への送迎バスの運行により、嶺南地域の多くの住民が、文化
施設の催事等に触れることができている。

　嶺南地域の住民が、文化施設の催事等に触れる機会を確保するため、今後も継続して事業を実施
する。

国　　　　　庫

その他特定財源

813 

0 

財源内訳

－５－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ Ｈ16 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 11 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

1,200 1,200 10,388 30,032

1,200 1,200 10,388 30,032

1,200 1,200 10,249 30,032

21 17 30 30

22,574 21,428 17,167 16,808

241,745 333,228 245,077 227,972

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　「一乗谷朝倉氏遺跡推進協議会」を中心として、遺跡内周遊バスや案内充実、戦国時代のにぎわ
いを再現するあさくら市の開催など遺跡全体の魅力向上に引き続き取り組む。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
・「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡」の観光拠点化を進め、朝倉大橋の無電柱化を完了し、上城戸区間
の工事にも着手することができた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 66,582 

その他特定財源 42,438 

一　般　財　源 30,906 

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 139,926 ・ソフトバンクコマーシャルにより平成23年来訪者数94万人。以降、平成24年72万
人、25年67万人。
・事業規模を大幅に拡充（案内サービス充実やゆめまる号の運行継続等し、今年
度には遺跡の立体的活用、植栽や無電柱化による景観向上を進める）。財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅱ

指標 #DIV/0!

の推移 成果 一乗谷朝倉氏遺跡来訪者数 1.5%

Ⅰ

事業効果 指標 共通観覧券発行数 -9.0% Ⅳ

318.3%

決 算 額 の 推 移 315.7%

活動 案内ボランティア登録者数 19.1%

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 266,870 435.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 139,926

法定受託事務

[事業目的]

 平成２６年度の北陸新幹線金沢開業、平成３０年度の福井国体開催を控え、この機に、日本で唯一戦国城下町の遺構が手つかずのまま残る「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡」の観光拠点化を進めるとともに国
内外への発信を強め、本県への大型誘客につなげていく。

［事業内容］

（１）遺跡の立体的活用の推進
　　①歴史的景観の眺望ポイント整備　　　②山頂部の活用
（２）歴史的空間にふさわしい景観形成の推進
    ①　電柱電線の地中化　   ②　遺跡内での桜の植樹や四季折々の花々の植生復元を推進　[実施主体　保存協会]
（3）案内・サービスの充実[一乗谷朝倉氏遺跡活用推進協議会]
    ①　来訪者のスマートフォンやタブレット型端末を使った案内の実施      ②　遺跡内各所に色鮮やかな戦国衣装を着たスポットガイドを配置
    ③　遺跡内周遊バス「朝倉ゆめまる号」を継続運行　　　    ④　遺跡内各所における食や土産物の提供体制の充実

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

元気な県政 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 一乗谷朝倉氏遺跡景観向上事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課 文化施設活性化

－６－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ Ｈ18 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 9 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

27,070 13,554 12,198 12,198

26,330 12,590 11,537 12,198

24,229 11,758 11,355 11,526

29 23 23 25

6,712 7,085 7,303 7,305

22,078 24,443 23,079 23,410

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

見　直　し　額

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

　多くの県民が優れた文化・芸術に親しみ、楽しみ、学ぶことができている。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

□整理統合

完　　了

終期の見直し

千　円

□

そ の 他その他

ふくい県民文化総合推進事業

[事業目的]

事務区分

計 画 の 達 成 状 況

12,164

12,164

事業効果

指標

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

区　　　　　　分

一　般　財　源

12,164 

平成２６年度予算額

財源内訳

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 0 

12,164 

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部

一般会計

法定受託事務

文化振興課

特別会計
企業会計

会計区分

文化振興

成果

区　　　　　　分

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事      業      名 国　庫

決 算 額 の 推 移

ふれあいフェスティバル助成団体数

当 初 予 算 額 の 推 移

活動

2.2%

の推移 参加人数 2.9%

観客数

指標

■

予　算　額　（単位：千円）

継　　続

□ そ の 他廃　　止

事業開始後の見直し状況

休　　止

 〕　／　整備目標

特　記　事　項

□

□
　子どもから大人まで広く県民が、優れた文化・芸術に親しみ、楽しみ、学ぶことのできる環境づ
くりを進めるため、事業を継続する。

#DIV/0!

-15.1%

拡　　充 □

平均伸び率

-18.3%

-17.8%

-4.0%

□

Ⅲ

縮　　減

・平成２２年度には、体験を重視した文化活動の推進のため、ふくい県民総合文
化祭にヤングアートフェスティバル等の事業を拡充して実施
・その一方で、平成２２年度から同文化祭ふれあいフェスティバル事業の一部を芸
術文化活動推進事業に移し、地域文化の継承・発展のために活用

２６年度

部（庁）

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

事業終了
予定年度

結果分類

経過年数

Ⅲ

Ⅲ

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金

含まれる事業数

県　単

　「第２０回国民文化祭・ふくい２００５」に参加した分野、世代、地域別の多くの方々から得た意見を踏まえ、子どもから大人まで広く県民が日常生活の中で優れた文化・芸術に親しみ・楽しみ・深く
学ぶことのできる文化行政を総合的に推進する。

　○県民がいつでもどこでも文化に親しめるための取組み
　　・ふれあいミュージアムの開催
　○県民の文化活動を促進するための取組み
　　・ふくい県民総合文化祭の開催

［事業内容］

－７－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 ■ ■ Ｈ22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 5 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

31,422 31,422 31,422 30,000

31,422 30,643 31,422 30,000

31,104 30,643 30,754 29,971

7 7 7 7

98.5 98.0 98.7 98.1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　子供達が文化を楽しむ素地を培うためには、出来るだけ本物に触れる機会を提供することが重要
であることから、事業を継続する。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0 

30,890 

評価に基

づく今後

の 対 応

[事業の評価]

0 

の推移 小学５年生参加率（％）成果

事業効果

区　　　　　　分

指標

結果分類

22年度　7,784人/7,902人、23年度　7,633人/7,723人　24年度 7,758人/7,860人　25年度7,459人/7,600人

コンサート公演数

平均伸び率区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動

□拡　　充

#DIV/0!

-0.1%

　子供達が本物の文化芸術を鑑賞・体験する機会を提供できる。

予　算　額　（単位：千円）

平成２６年度予算額

完　　了□■

#DIV/0!

（単位：千円）

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数補 助 金

そ の 他

2.1%

32.8%
目標値、指標の積算根拠等

-1.2%

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 文化振興課

事　業
開　始
年　度

事      業      名

30,890 

 〕　／　整備目標計 画 の 達 成 状 況

千　円

特　記　事　項

そ の 他

□ 終期の見直し

見　直　し　額

□ 廃　　止

□

□

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合 □

財源内訳

〕　　　＝　　　〔

Ⅱ

Ⅲ

0.0%

元気な県政

生活に福井の文化

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数ふれあい文化子どもスクール開催事業

［事業内容］

指標

[事業目的]

　県内の小学生が授業の一環として県立文化施設等で本物の文化・芸術にふれることにより、子どもたちの感性や豊かな心を醸成し、福井の文化やふるさとに対する関心・理解を深めてもらうとともに、
文化面での嶺北地域と嶺南地域の格差解消、県立文化施設の活用推進を図る。

　県内の小学５年生（約８，０００人）を対象に、県立音楽堂でオーケストラと直接ふれあい、子どもが楽しめる参加体験型コンサートを行うとともに、美術館やこども歴史文化館等の文化施設で楽しみ
ながら学べる体験授業を行う。
　(１)オーケストラとのふれあいコンサート
　　　教科書に出てくるクラシックの楽曲を中心とした音楽体験（鑑賞、楽器体験、指揮者体験、合唱・合奏参加 等）
　(２)交通アクセスの確保

[予算額および指標の推移等]

２６年度

33,890

30,890

部（庁）

実行予算

文化振興

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

－８－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

4 □ ■ Ｈ23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

20,455 25,968 15,739

19,812 22,468 15,739

19,438 20,456 12,164

55 94 63

13 15 21

68,531 71,637 74,189

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課 文化振興

事 業
区 分

国　庫 実行予算

生活に福井の文化 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

元気な県政 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 子どもたちの芸術・文化体験交流事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　子どもたちが本物の芸術・文化に触れる機会を増やすとともに、美術および音楽分野の活動の質を向上させることにより、将来の福井文化の担い手を育成する。

［事業内容］

　○本物の芸術・文化に触れる機会の増加 …… １ 子どもワークショップフェスティバル開催事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ 本物体験キッズミュージアム推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ ふるさと子どもコンサート開催事業
　○文化活動の質の向上 ………………………… １ 美術作家育成塾開催事業（ふくい天心美術塾）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ ヤング・アート・キャンプ開催事業

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 9,444 -17.5%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 5,642 -8.3%

決 算 額 の 推 移 -17.6%

活動 子ども文化塾開催回数 19.0% 年間目標　100回 Ⅰ

事業効果 指標 キッズミュージアム開催回数 27.7% 年間目標　10回 Ⅰ

の推移 成果 一級の芸術・文化を体験する子どもの数 4.0% Ｈ26目標　75,000人 Ⅱ

指標 #DIV/0!

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 5,642 ・平成２４年度は、ふるさと子どもコンサート開催事業について、対象を小学校・幼
稚園へも拡大
・平成２５年度から「弦楽器奏者育成による県内音楽レベルアップ事業」が義務教
育課へ移管
・平成２７年度に、ふくい子ども文化塾廃止

財源内訳

□

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 0 

一　般　財　源 5,642 

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減

そ の 他

終期の見直し
　県内の多くの子どもたちが、一級の芸術・文化を体験することができている。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

　将来の福井文化の担い手を育成するために、今の子どもたちに対して本物の芸術・文化に触れる
機会を提供し、併せて子どもたちの文化活動の質を向上させる必要があることから、引き続き事業
を継続する。ふくい子ども文化祭は、ふくい県民文化総合推進事業で子どもの発表の機会を増やし
てくため、平成２６年度で廃止する。

見　直　し　額 △ 3,119 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □

－９－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 景観づくり Ｇ

1 □ ■ Ｈ15 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 12 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

3,128 3,128 3,128 3,128

128 1,490 2,228 3,128

48 1,362 2,205 2,878

0 3 2 2

2 2 1 1

　0件（14件） 　2件（16件） 　2件（18件） 　2件（20件）

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［活動指標、成果指標に対する評価］
□

補助件数（累計件数）成果

-16.7%

一　般　財　源

0

1,958

縮　　減

観光営業部

国　庫

県　単

２６年度

含まれる事業数

審査委員会開催

決 算 額 の 推 移

補助事業者数(市町数）活動

目標値、指標の積算根拠等

実行予算

特別会計

384.7%

補 助 金

そ の 他

[予算額および指標の推移等]

部（庁）

事      業      名

当 初 予 算 額 の 推 移

その他

文化振興課

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数
事　業
開　始
年　度

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

福井の歴史的建造物保存促進事業

企業会計
会計区分

一般会計

歴史的建造物の保存改修工事に関する補助事業の実施
　①　事業主体　　市町
　②　対象経費　　歴史的建造物の保存・継承のために必要な外観および構造体の保存改修工事
　③　対象建造物　歴史的建造物の価値を活かしてまちづくりに活用されると、県が「福井の歴史的建造物等活用推進会議」の意言を踏まえ、評価したもの
　④　市町に対する県補助額
　　〔市町所有の場合〕　　　　対象経費の１／４以内（補助限度額　１，５００千円／件）
　　〔個人・法人所有の場合〕　市町が補助する額の１／２以内かつ対象経費の１／４以内（補助限度額　１，５００千円／件）

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

 〕　／　整備目標

の推移

事業効果

指標

完　　了

千　円

そ の 他整理統合

予　算　額　（単位：千円） 1,958

財源内訳

終期の見直し

区　　　　　　分

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

国　　　　　庫

平成２６年度予算額

平成15年度～17年度　歴史の香る建造物保存・活用事業
　歴史的建造物を公的活用する市町村モデル事業に対する支援制度
平成18年度～19年度　福井の歴史的建造物保存促進事業
　 市町と連携した歴史的建造物の保存改修事業への支援制度に見直す
平成20年度～
　 歴史的建造物をまちづくりに活用するために行う保存改修に対し支援する制度に見直す

　2件（22件）

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

Ⅰ

Ⅳ

Ⅱ

事業開始後の見直し状況

0.0%

#DIV/0!

□

継　　続

□

□廃　　止

■ 休　　止 □
評価に基

づく今後

の 対 応

見　直　し　額

　平成１８年度に市町と連携して歴史的建造物の保存改修事業への支援制度に見直しを行い保存を
促進してきた。今後も歴史的建造物をまちづくりに活用するために行う保存改修に対し支援し、歴
史的建造物の保存およびまちづくりへの活用を促進していきたい。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
□

0

拡　　充
　平成２６年度は、鯖江市で１件、越前市で１件補助を実施した。

[事業の評価]

所属の

方　針

2市町

□

□

元気な社会

豊な環境、もっと豊かに

（単位：千円）

結果分類

平均伸び率

-0.5%

1,958

943.3%

［事業内容］

指標

[事業目的]

市町がまちづくりに活用するために行う歴史的建造物の外観・構造の保存改修または建物所有者への改修補助に対し支援を行う。

3,064

区　　　　　　分

1回

55.7%

－１０－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 景観づくり Ｇ

2 □ ■ Ｈ17 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 10 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

36,340 42,040 44,158 45,447

27,050 29,753 34,509 45,447

26,675 29,105 34,417 44,476

6 6 6

145件 138件 100件 58件

24件（94件） 27件（121件） 31件（152件） 52件(204件)

14名 13名 12名 12名

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

法定受託事務

経過年数

［事業内容］

そ の 他その他

　市町が実施する伝統的民家の新築および改修補助事業を支援し、伝統技能の継承を図ることにより、伝統的民家の保存・活用を促進する。また、伝統的民家や蔵などが形成する福井らしい集落景観の保
全を図るため、市町と協働して伝統的民家が集積する地区を伝統的民家群保存活用推進地区に指定し、地区内で行う景観の保存・活用の取組みに対して重点的な支援を行う。

28,801

２６年度

43,681

28,801

指標

Ⅱ

平均伸び率

4.9%

19.2%

そ の 他

評価に基

づく今後

の 対 応

拡　　充

[事業目的]

（１）福井の伝統的民家に対する補助
　　　①個別の伝統的民家に対する補助　民家や付属の土蔵等の外観等の改修工事に補助する市町に対し、市町補助額の１/２かつ対象経費の１／４（限度額１，５００千円）を補助
　　　②伝統的民家群保存活用推進地区内の伝統的民家等に対する補助
　　　　〔民家の新築〕外観の工事に補助する市町に対し、市町補助額の１/２（限度額８００千円）を補助
　　　　〔民家や単体の土蔵等の改修〕外観および構造体の改修工事に補助する市町に対し、市町補助額の１/２かつ対象経費の１／４（限度額１，５００千円）を補助
　　　　〔地区住民が行う景観づくり活動への支援〕町並みを活かした景観保全・景観づくり活動に補助する市町に対し、市町補助額の１０／１０かつ２００千円までを地区の指定後２年間補助
　　　③空家を地区の活性化に資する施設の内部改修を行う市町等に対し、対象経費の１／２（限度額１，５００千円）を補助
（２）ふくい棟梁講座開催への支援
　　　伝統工法の技能継承を図るため、後継者育成ができる若い人材養成を支援する。〔支援内容〕講座開催経費（講師謝礼・指導員手当）の１/２（限度額５００千円）を補助
（３）福井の伝統的民家の認定
　　　伝統的民家の所有者の申請に基づき、知事が伝統的民家を認定し、「ふくいの伝統的民家証」を交付　など
[予算額および指標の推移等]

所属の

方　針

結果分類

伝統的民家群保存活用推進地区　６地区

〕　　　＝　　　〔

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

千　円

完　　了

終期の見直し□

□

□

見　直　し　額 △ 694

□ 廃　　止整理統合□

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 部（庁）

国　庫

会計区分

縮　　減

事務区分県　単
事業終了
予定年度

一般会計
特別会計
企業会計

文化振興課

事　業
開　始
年　度

豊な環境、もっと豊かに

（単位：千円）

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□

指標

継　　続 休　　止□

事      業      名 実行予算

補 助 金元気な社会

含まれる事業数福井の伝統的民家普及促進事業

■

 平成17年度     個人への直接補助（補助限度額800千円）
 平成18年度～  市町への間接補助
　〔新築〕外観工事に対する市町補助額の1/2（限度額800千円）を補助
　〔改修〕外観等工事に対する市町補助額の1/2かつ経費の1/4（限度額1,500千円）を補助
平成23年度～　伝統的民家群保存活用推進地区に対する補助を拡充
平成２５年度～　地区の活性化に資する空家内部改修に対する補助を拡充

□

一　般　財　源

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

区　　　　　　分

 〕　／　整備目標

特　記　事　項

-24.8%

31.7%

18.9%

目標値、指標の積算根拠等

活動 0.0%

平成２６年度予算額

-4.9%

伝統的民家群保存活用推進地区指定数

新築・改修件数(累計件数)

0

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

棟梁講座受講者数

の推移

事業効果 伝統的民家認定件数

　個別の伝統的民家の保存・活用に加え、民家や蔵などが形成する福井らしい集落景観の保全を図
るため、伝統的民家が集積する地区を伝統的民家群保存活用推進地区に指定し、地区内で行う景観
の保存・活用の取組みに対して重点的な支援を始めた。また、関係団体（（一社）福井県建築組合
連合会）と協働し、伝統工法の技能継承を図るための体制が整えられた。

　個別の伝統的民家の保存・活用に加え、伝統的民家保存活用推進地区における集落景観の向上を
図った取り組みを推進する。

国　　　　　庫

その他特定財源

28,801

0

財源内訳

［活動指標、成果指標に対する評価］

[事業の評価]

－１１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 景観づくり Ｇ

4 □ ■ Ｈ23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

7,251 5,614 10,265

6,651 5,917 9,065

6,129 4,617 6,789

3 1 1

6 7 8

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

3

千　円

□ そ の 他
　「ふるさと福井景観づくり懇談会」については、経費を見直しながら継続して実施し、委員に意
見をいただき毎年の取組内容や実施時期を明確にし、景観施策を進めていく。
　、「福井ふるさと百景活動団体」の認定を増やし、景観づくり活動への支援を進めていくととも
に、市町等が実施する百景選定地のビューポイントの整備について支援していく。

見　直　し　額

□ 廃　　止 □
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

整理統合

△ 101

終期の見直し

　福井の美しい景観を守り伝えていくために、「福井ふるさと百景」を今後の県の景観施策のベースに、観光など関係部局や市町と一体となって県内外に広く発信していくことを通じ、県民にふるさとへ
の誇りと愛着を持っていただくとともに、地域の力で県民共有の財産である景観を守り育てていく仕組みづくりを進める。

　「ふるさと福井景観づくり懇談会」を年1回開催。外部委員の意見をいただきながら、景観施策
を進めていく。
　また、福井ふるさと百景選定地において景観づくり活動を行う団体を「福井ふるさと百景活動団
体」として認定し支援している。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減 □

国　　　　　庫 0

その他特定財源 40

一　般　財　源 8,773

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 8,813 ・平成２５年度～　百景ビューポイント整備補助を追加

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅰ

指標 #DIV/0!

の推移 成果 新たな景観づくり活動に取り組む団体数 10 15.5% 目標値　9団体

Ⅳ

事業効果 指標 #DIV/0!

21.1%

決 算 額 の 推 移 11.2%

活動 景観づくり懇談会の開催 1 -33.3%

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 9,813 18.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 8,813

［事業内容］

 ○ふるさと福井景観づくり懇談会開催事業
　　　学識経験者、県民代表で組織する「ふるさと福井景観づくり懇談会」を開催し、景観関連施策の取組内容について意見、助言をいただく。
 ○福井ふるさと百景活用推進事業
　 ・ 百景の情報発信・利活用　…　観光など関係部局や市町と一体となって、多くの県民や県外者、学生などに向けた幅広い情報発信を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　…　百景選定地へのアクセス情報を掲載した百景ガイドブックの活用や周遊コース設定・イベント開催を通し、ふるさと福井の景観を紹介　など
　 ・ 景観づくり団体への支援　…　景観づくり活動に対する支援
　　　　　　　　　　　　　　　　（補助限度額）２００千円／年　（事業期間）２年間　（補助対象）ホームページ作成や勉強会開催、町並みを活かした行灯設置等の景観づくり実践活動
　 ・百景選定地のビューポイント整備支援　…　（補助限度額）１，０００千円／箇所
　 ・ 都市計画策定指導事業費　…　指導のための旅費
　 ・ 近畿地方都市美協議会負担金　…　都市景観の創造を図るため、関係市町が交流を深め施策を推進するための負担金

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

含まれる事業数
事 業
区 分

景観を県民資産に その他 法定受託事務

[事業目的]

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

事      業      名 実行予算

そ の 他

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

都市計画策定指導事業費

部（庁） 文化振興課

国　庫

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部

－１２－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 景観づくり Ｇ
歴史街道推進事業 1 □ □ Ｈ3 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 24 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

500 500 400 400

500 400 400 400

500 400 400 400

97 3 3 1

1 3 3 1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　観光客の嗜好が多様化し、「体験観光」や「知る観光」が進展する中で、歴史を活かした情報発
信は有効な手法である。官民一体となった広域的な連携による情報発信は、本県のイメージアップ
を推進する上で効果的な取組みであるため、継続する。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　雑誌や新聞等における連載や首都圏、関西圏での講演会、各地域でのツアーの実施、ネットワー
クを使った情報発信等を通して、歴史街道の推進を図っている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 0

その他特定財源 0

一　般　財　源 400

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 400

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標 歴推協の広報活動で福井県が取り上げられた数 2 44.4% Ⅰ

の推移 成果 #DIV/0!

Ⅳ

事業効果 指標 #DIV/0!

-6.7%

決 算 額 の 推 移 -6.7%

活動 広報ＰＲ件数（雑誌掲載、講演会等） 2 -54.5%

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 400 -5.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 400

　歴史街道推進協議会負担金
　　１　日本の歴史・文化資源を世界にアピールする。
　　２　歴史・文化を活用した都市計画、まちづくり運動を推進する。
　　３　歴史・文化資源を活用したハード・ソフト両面の整備を行い、余暇ゾーンを形成する。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

　歴史街道推進協議会は、近畿地区の歴史資源に新しい魅力的な切り口でスポットを当て、日本文化を世界にアピールしていくことが目的であり、本県が、協議会に参画することは、本県の歴史・文化資源
を国内外へＰＲする絶好の機会であり、イメージアップ、地域の活性化に寄与する。

含まれる事業数
事 業
区 分

法定受託事務

[事業目的]

［事業内容］

観光営業部 部（庁） 文化振興課

自 治 事 務

福井新々元気宣言におけ
る

 位 置 付 け

元気な産業 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 実行予算

３　観光とブランドを産業の柱に その他 そ の 他

国　庫

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ Ｓ59 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 31 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

5,523 5,501 5,479 5,554

5,523 5,501 5,479 5,554

5,523 5,501 5,479 5,554

74 92 46 42

63,189 77,762 83,968 86,827

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

観光営業部

の推移

0 

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

 〕　／　整備目標

17,703 

0 

17,703 

事業効果

成果

国　　　　　庫

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

資料収集件数活動

来館者数

□

財源内訳 その他特定財源

一　般　財　源

予　算　額　（単位：千円）

計 画 の 達 成 状 況

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況平成２６年度予算額

縮　　減

休　　止

整理統合

□■

□

[事業の評価]

所属の

方　針

見　直　し　額

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

事      業      名

法定受託事務

事務区分

文化施設活性化文化振興課

指標 #DIV/0!

-11.5%

#DIV/0!

拡　　充
［活動指標、成果指標に対する評価］

　それぞれの分野において新しい事実の発見・研究の進展を図ることにより、多様化する利用者の
ニーズに応えている。また、研究成果により多彩な展示企画を可能にし、高度な情報提供を行うこ
とができている。

□

千　円

□

　新しい視点をもって、福井県の各分野に関する体系的な調査・研究を継続し、その成果をいち早
く展示や普及事業に反映させるため継続する。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

評価に基

づく今後

の 対 応

Ⅳ

Ⅰ

そ の 他

完　　了

終期の見直し□

継　　続

□

〕　　　＝　　　〔

□ 廃　　止

特　記　事　項

・平成26年度に、これまで標準経費であった備品購入費が政策的経費になったため、
額が大幅に増加

その他

平均伸び率

54.8%

0.2%

11.5%

歴史博物館調査研究事業
事　業
開　始
年　度

含まれる事業数

（単位：千円）

経過年数
事業終了
予定年度

国　庫

県　単

結果分類

[予算額および指標の推移等]

17,703

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

0.2%

２６年度

目標値、指標の積算根拠等
17,703

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

　各分野に関わる諸資料の調査、研究および資料の収集を行い、その成果を常設展示、特別展示・教育普及等の事業内容に反映させる。

１　福井県の歴史、民俗、考古、美術工芸に関する資料調査
２　展示を目的とした資料の収集や復元・補修
３　各種負担金

－１４－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ Ｓ59 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 31 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

13,462 16,604 20,989 28,774

12,298 15,560 18,956 21,272

12,209 15,453 17,849 20,342

4 3 3 4

18,052 30,697 14,915 17,488

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

２６年度

20,360

20,360

そ の 他その他

平均伸び率

14.4%

20.2%

評価に基

づく今後

の 対 応

拡　　充

[事業目的]

　常設展示では紹介できないテーマや資料群をもって、県内の歴史や文化に関わる展覧会を開催する。

１　企画展開催事業　　（１）「敦賀湊と三国湊」　　期間：　７月１８日～　８月３１日
　　　　　　　　　　　（２）「白山曼荼羅」　　　　期間：１０月２５日～１１月２４日
　
２　企画展準備事業　　企画展開催のために調査・資料借用交渉･内容調整を行う。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類

Ⅱ

［事業内容］

指標

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］
[事業の評価]

の推移

1,703 

18,657 

入館者数

#DIV/0!

12.0%

〕　　　＝　　　〔

千　円

完　　了

終期の見直し

そ の 他□

見　直　し　額

□ 廃　　止整理統合□

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 部（庁）

国　庫

会計区分

事　業
開　始
年　度

文化施設活性化

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

経過年数 事務区分県　単
事業終了
予定年度

一般会計
特別会計
企業会計

文化振興課

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□

指標

事      業      名 実行予算

補 助 金

含まれる事業数歴史博物館企画展開催事業

継　　続

・H23は、春季と夏季の企画展を一本化して、大規模な「鉄道博覧会」を夏季に開催し
た。

□

休　　止 □□

縮　　減□

・H21から、一部の企画展について入館料を見直し

■

特　記　事　項

Ⅲ

平成２６年度予算額

#DIV/0!

 〕　／　整備目標

18.7%

企画展開催回数

事業効果

活動 2.8%

一　般　財　源

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

区　　　　　　分

　資料収集や調査研究の成果や情報を県民に公開する機会であり、常設展では紹介できないテーマ
等について公開展示する必要がある。利用者の多様な関心やニーズに応えることができ、県民の博
物館利用の機会を増やすことにつながる。

　博物館の使命として、調査研究の成果を、より早く、多彩な内容で県民に広く伝え続けるために
継続する。

国　　　　　庫

その他特定財源

20,360 

0 

財源内訳

－１５－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ Ｓ57 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 33 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

9,480 9,171 11,083 210

9,480 8,654 10,128 210

9,350 8,189 9,775 208

300 300 500

5,500 5,500 25,000

3,262 2,555 4,132

433 517 414 254

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

文化施設活性化

　企画展・講座とも地域の歴史・文化を紹介、再認識する機会として、今後も継続していく。

217 

[事業の評価]

0 

財源内訳

指標

の推移

事業効果

郷土史講座受講者数

0 

一　般　財　源

予　算　額　（単位：千円）

平成２６年度予算額

217 

国　　　　　庫

その他特定財源

区　　　　　　分

177.3%

20.0%

-13.1%

成果 入館者数

結果分類

決 算 額 の 推 移

-29.9%

-30.3%

ポスターの配布数

区　　　　　　分

Ⅰ

目標値、指標の積算根拠等

経過年数

国　庫

県　単

その他

 〕　／　整備目標

□拡　　充

事業開始後の見直し状況

・平成２５年度、２６年度はリニューアルのため企画展の実施なし

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属 観光営業部

事      業      名

法定受託事務

文化振興課部（庁）

そ の 他

１　企画展開催事業
　　　平成２６年度はリニューアル記念展を開催するため実施しない
２　郷土史講座
　　　平成２６年度は実施しない
３　調査研究事業
４　各種負担金

[予算額および指標の推移等]

整理統合

□

そ の 他廃　　止

継　　続

□

終期の見直し

□

Ⅳ

Ⅰ活動

完　　了所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

休　　止■

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□

事 業
区 分

若狭歴史博物館企画展開催事業

□

見　直　し　額

〕　　　＝　　　〔

□ 縮　　減

実行予算

補 助 金

Ⅰ

33.3%

含まれる事業数

［事業内容］

[事業目的]

　若狭地方の住民に、日頃見る機会の少ない貴重な資料の鑑賞機会を積極的に提供する。また、若狭地方の歴史・民俗・文化を県内外に広く紹介する。

　調査研究の成果や情報を県内外に発信する機会であり、地域の歴史文化を分かりやすく公開・紹
介することで、来館者増や地域の方々の歴史文化への関心を高める。

計 画 の 達 成 状 況

指標

-19.3%

事務区分

２６年度

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

217

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

217

パンフレットの配布数

－１６－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ Ｓ61 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 29 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

4,589 9,557 4,918 9,796

3,423 7,897 4,653 8,985

3,405 7,890 4,562 7,967

45 58 45 51

35 15 7 68

5,806 8,248 7,158 6,513

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

１　企画展　｢戦国時代の金とガラス　きらめく一乗谷の文化と技術｣
　　・開催期間　　９月２０日～１１月９日
２　特別公開展
　　第1回　4月18日～6月17日　第2回　7月18日～9月2日　第3回　11月14日～1月20日　第4回　1月23日～3月17日
３　公開講座、遺跡見学会等
　　　６講座開催
４　各種負担金

　　

国　庫

県　単

その他

11,987

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

法定受託事務

文化施設活性化部（庁）

［事業内容］

[事業目的]

　一乗谷朝倉氏遺跡の調査研究成果の公開普及を図るために、朝倉氏に関する歴史資料などを公開展示し、常設展示には含まれない新しい研究成果に対し、理解と関心を深めてもらうことを目的とする。

朝倉氏遺跡資料館企画展開催事業

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

6.6%

6.6%

#DIV/0!

２６年度

253.7%

計 画 の 達 成 状 況 〕　　　＝　　　〔

・H23は、一乗谷朝倉氏遺跡特別史跡指定４０周年、県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館
開館３０周年、一乗谷朝倉氏庭園特別名勝指定２０周年、をそれぞれ記念した特別企
画展を開催

平成２６年度予算額

□

千　円

廃　　止

縮　　減 終期の見直し

完　　了□休　　止□

11,373 

　平成25年度からは特別公開などを開催し、年間500点以上の新出資料を展示し、レベルアップに
努めた。

[事業の評価]

□

0 

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

指標

継　　続

見　直　し　額

財源内訳

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部 文化振興課

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

□ □

特　記　事　項

結果分類

補 助 金

拡　　充

 〕　／　整備目標

実行予算

事業開始後の見直し状況

事      業      名

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

そ の 他

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

45.3%

含まれる事業数

区　　　　　　分

事　業
開　始
年　度

□

■

整理統合 そ の 他

54.7%

11,373

活動 開館展示日数

60.9%

事業効果

の推移

展示借用品数

観覧者数成果

指標

.

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

2,217 

9,156 

予　算　額　（単位：千円）

　遺跡の発掘調査研究や文献史学的研究の成果をもとに、多数の新出資料を用いながら一層の展示
レベルアップを図る。

－１７－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ ■ Ｓ52 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 38 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

1,048 874 869 8,509

1,048 874 869 8,509

1,047 787 869 8,331

1 3 5 2

182,051 184,060 230,313 206,218

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

文化施設活性化

国　　　　　庫

評価に基

づく今後

の 対 応

　福井ゆかりの貴重な作品が市場に出た場合、機会を逃さず対応することができ、教育や観光に活
用することができる。

　今後も、貴重な作品が市場に出た場合、作品の重要度を考慮に入れながら、購入等を検討してい
く。

一　般　財　源

0 

100,588 

財源内訳

[事業の評価]

その他特定財源

の推移

#DIV/0!

5.3%来館者数成果

計 画 の 達 成 状 況

当 初 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

486.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

活動 修復数

事業開始後の見直し状況

#DIV/0!

平成２６年度予算額区　　　　　　分

事業効果 指標

実行予算

補 助 金

そ の 他

国　庫

県　単

県立美術館調査研究事業

継　　続 完　　了

整理統合

平成26年は、誘客をはかれるような優良な作品が市場に出た場合に、機会を逃さ
ず対応するために予算を増額

□

そ の 他廃　　止 □

拡　　充

予　算　額　（単位：千円） 100,588 

0 

観光営業部

事      業      名

指標

法定受託事務

文化振興課部（庁）

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□

事務区分
事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

経過年数

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

その他

含まれる事業数

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し

□所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□ 縮　　減

休　　止■

□

見　直　し　額

Ⅰ

Ⅰ

68.9%

平均伸び率

結果分類

〕　　　＝　　　〔

287.3%

281.4%

［事業内容］

100,588

100,588

区　　　　　　分

[事業目的]

　福井ゆかりの作品などの収集および修復を行う。

１　福井ゆかりの作品などの収集を行う。
２　館蔵品の修復を行う。

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

[予算額および指標の推移等]

２６年度

－１８－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

5 □ ■ Ｓ52 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 38 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

50,039 37,453 42,220 79,863

48,395 34,697 40,659 79,863

47,138 32,469 38,050 73,183

4 3 3 2

20,443 40,469 77,499 119,395

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

会計区分

［事業内容］

含まれる事業数県立美術館企画展開催事業

区　　　　　　分

文化振興課

事　業
開　始
年　度

54,272

#DIV/0!

文化施設活性化

事業終了
予定年度

事務区分

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

指標

[事業目的]

　国内外の優れた美術品や県内の美術作品の紹介により、県民の文化レベルの向上を図る。

１　企画展開催事業　　　（１）「オランダ風景画展―ハーグ派の画家たち―」　　　　期間：　７月１１日～　８月２４日
　　　　　　　　　　　　（２）「真宗の美展」　　　　　　　　　　　　　　　　　　期間：　９月２６日～１０月２６日
２　企画展準備事業
３　ふるさと知事ネットワーク美術館交流事業　「長野県信濃美術館コレクション展」　期間：　２月２１日～　３月２２日
４　各種負担金

[予算額および指標の推移等]

２６年度

63,941

〕　　　＝　　　〔

継　　続 休　　止□

終期の見直し

事業開始後の見直し状況

　時代に即応した優れた美術品の研究を行い、その成果を発表・紹介する場として今後も継続す
る。

Ⅳ

Ⅰ

見　直　し　額

□整理統合 そ の 他□

縮　　減

所属の

方　針

特　記　事　項

・平成２３年度春季の「江展」は、観光営業部ブランド営業課の事業予算で開催

 〕　／　整備目標

□

廃　　止

□

千　円

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

完　　了
評価に基

づく今後

の 対 応

■

□

□拡　　充 □

#DIV/0!

81.2%

平成２６年度予算額

54,272 

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

観光営業部

事      業      名

法定受託事務

結果分類

（単位：千円）

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等
14.2%

28.4%

26.1%

実行予算

補 助 金

そ の 他

国　庫

県　単

その他

[事業の評価]

21,562 

事業効果

の推移 企画展入館者数

経過年数

-19.4%

予　算　額　（単位：千円）

［活動指標、成果指標に対する評価］

計 画 の 達 成 状 況

指標

一　般　財　源

　県民に、優れた美術品に身近で接する機会を提供するために有効である。
　美術館利用者の多様な関心やニーズに応えるためにも開催が必要である。

32,710 

・平成１５年度から移動美術館の開催回数を２回から３回に拡充した。(敦
賀１回　小浜２回)
・平成２４年９月補正で「ふるさと知事ネットワークによる美術館交流事
業」を追加

0 

区　　　　　　分

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

活動 企画展開催件数

－１９－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ Ｈ7 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 20 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

623 621 612 612

623 621 612 612

599 609 594 419

90 81 87 86

295 298 288 219

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

文化施設活性化

国　　　　　庫

評価に基

づく今後

の 対 応

　現在ボランティアが行っている諸活動によって、美術館運営がより効果的になっている。

　解説ボランティア育成を目指し、育成講座等を行っており、美術を中心とする生涯学習を推進す
るために事業を継続する。

一　般　財　源

0 

550 

財源内訳

[事業の評価]

その他特定財源

の推移

#DIV/0!

-8.8%ボランティア活動日数成果

計 画 の 達 成 状 況

当 初 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

-3.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

活動 ボランティア登録人数

事業開始後の見直し状況

#DIV/0!

平成２６年度予算額区　　　　　　分

事業効果 指標

実行予算

補 助 金

そ の 他

国　庫

県　単

県立美術館教育普及事業

継　　続

空調整備工事等による開館日数の減少による

完　　了

整理統合

□

そ の 他廃　　止 □

拡　　充

予　算　額　（単位：千円） 550 

0 

観光営業部

事      業      名

指標

法定受託事務

文化振興課部（庁）

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□

事務区分
事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

経過年数

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言
における位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

その他

含まれる事業数

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し

□所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□ 縮　　減

休　　止■

□

見　直　し　額

Ⅲ

Ⅳ

-1.2%

平均伸び率

結果分類

〕　　　＝　　　〔

-0.6%

-10.1%

［事業内容］

550

550

区　　　　　　分

[事業目的]

　開かれた美術館づくりを行うため、ボランティアを導入し、県民に実践的な生涯学習の場を提供すると共に、館と地域の結びつきを強化する。

ボランティア導入事業
　１　ボランティア導入
　２　解説ボランティア育成事業の実施

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

[予算額および指標の推移等]

２６年度

－２０－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

4 □ ■ Ｈ24 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H26 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

3,536 230,542

3,536 230,542

3,360 229,843

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　今後も、若狭の歴史文化の拠点として、調査研究を進め、県内外に発信していく。

見　直　し　額 △ 574,266 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　これまでの２倍以上の来館者があり、若狭地域の歴史文化観光の拠点にふさわしい博物館として
リニューアルすることができた。

□ 継　　続 □ 休　　止 ■ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 517,659 

その他特定財源 0 

一　般　財　源 56,607 

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 574,266 

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標 #DIV/0!

の推移 成果 リニューアル記念入館者数 #DIV/0!

事業効果 指標 #DIV/0!

6419.9%

決 算 額 の 推 移 6740.6%

活動 #DIV/0!

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 574,266 3284.5%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 574,266

法定受託事務

[事業目的]

　舞鶴若狭自動車道の全線開通に向け、若狭歴史民俗資料館において、県内外からの来訪者が、嶺南地域の歴史・文化・民俗・芸能を分かりやすく学べ、さらに若狭の文化財や伝統行事の直接体験に結び
つく情報を得られるセンターとして、展示解説機能および地域の総合案内機能を充実・強化する。

［事業内容］

 ① 展示の更新
　現在の展示は平成5年に更新して18年を経過しており、新出資料や研究成果等の情報の追加など、県内だけでなく隣接する近畿圏にも広く嶺南地域の歴史文化を情報発信できるように更新
 ② 施設・設備の改修
　昭和57年に開館後、30年以降が経過して施設・設備機器類の経年劣化が進んでいるため改修およびバリアフリー対策
 ③重要文化財を展示するための環境整備
 ④初度備品の整備
 ⑤リニューアル記念展の開催、ミュージアムショップの開設

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 若狭歴史博物館開館事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課 文化施設活性化

－２１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

4 □ ■ Ｈ16 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 11 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

30 27 24 32

4 27 24 40

4 1 6 36

0.2% 0.1% 0.1% 0.1%

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　利用者の利便性に寄与しているため、今後も継続して実施する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　利用率は低いが、利用者の文化施設を利用する場合の選択肢が増え利便性の向上に寄与してい
る。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 435 

一　般　財　源 △ 389 

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 46 ・平成２０年度まで恐竜博物館が所管替え

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

Ⅳ

指標 #DIV/0!

の推移 成果 クーポンによる入館数割合 -16.7%

事業効果 指標 #DIV/0!

210.2%

決 算 額 の 推 移 308.3%

活動 #DIV/0!

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 46 14.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 46

法定受託事務

[事業目的]

　旅行エージェントを活用し、旅行クーポンを導入することにより、入館者の利便性向上を図る。

［事業内容］

 旅行エージェントと旅行クーポンによる入館を可能とする契約を締結し、取扱手数料を支払い。

 実施施設：歴史博物館、若狭歴史民俗資料館、一乗谷朝倉氏遺跡資料館、美術館

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 文化施設旅行クーポン取扱手数料 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課 文化施設活性化

－２２－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ Ｈ25 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

8,624

8,624

6,930

35

10,000

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

特別公開のエリア、文化財のジャンル、数の拡大、文化財を楽しむ仕掛けづくりを進める。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
通常非公開となっている文化財の公開により、嶺南地域の歴史文化に対する関心と来訪意欲が高ま
り有効である。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 2 

一　般　財　源 7,278 

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 7,280 平成25年度からライトアップ実施（12日間のべ11か所）
平成26年度から公開エリア拡大（若狭町以西）

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 来訪者数 #DIV/0!

事業効果 指標

決 算 額 の 推 移

活動 特別公開文化財数 #DIV/0!

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 6,817 -21.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 7,280

法定受託事務

[事業目的]

　県内外の観光客が、福井の歴史・文化・民俗に触れる旅をより一層楽しむことができるよう、県内の有形・無形の文化財の情報集約・発信を進めるとともに、本県の歴史文化を掘り下げ、体験すること
ができる特別公開を推進する。

［事業内容］

 （１） 文化財特別公開の実施
　　　　　通常公開されていない文化財を期間限定で特別公開する。
 （２） 寺院・庭園のライトアップ
　　　　　特別公開期間中、寺院・庭園のライトアップを実施し、観光客の滞留を図る。
 （３） 嶺南地域の歴史文化情報の集約・発信
         「嶺南地域の歴旅支援システム」（歴史文化のまち歩き・スポット散策支援システム）の構築・運用

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 ふくいの歴史文化発信事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課 景観づくり

－２３－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ Ｈ26 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H26 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　より多くの県民に一流の音楽に親しむ機会を提供するため、社団法人国際音楽交流協会と共催で、ロシアの「チャイコフスキー記念国立モスクワ音楽院」のメンバー他、国際的な音楽家による無料クラ
シックコンサート等を開催する。

［事業内容］

　嶺北・嶺南の２会場において、ロシアのチャイコフスキー記念国立モスクワ音楽院」のメンバーによる無料公演を開催する他、子どもたち等を対象とした関連イベントを開催する。
〇コンサート（全２回）
　内　　容：ヴァイオリン・チェロ・ピアノ・バラライカ・声楽等による、親しみやすい曲目によるコンサート。ロシアや日本の民謡なども取り上げる。
　開催場所：嶺北会場　県立音楽堂「ハーモニーホールふくい」※嶺北の弦楽器クラブに所属する児童・生徒を招待
　　　　　　嶺南会場　敦賀市民文化センター　　　　　　　　※舞鶴若狭自動車道全線開通記念イベントとして開催、嶺南の弦楽器クラブに所属する児童・生徒を招待
　出 演 者：ロシアの「チャイコフスキー記念国立モスクワ音楽院」メンバー等
〇関連イベント　弦楽器クリニック
　内　　容：県内で弦楽器を学ぶ子どもたちを対象に、「弦楽器クリニック」を開催し、指導・助言を行う。
　開催場所：県立音楽堂「ハーモニーホールふくい」

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課

事 業
区 分

国　庫 実行予算

そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 日露交歓コンサート開催事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

その他

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 5,935 #DIV/0!

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 5,935

決 算 額 の 推 移

活動 来場者数 #DIV/0! 嶺北会場　1450席、嶺南会場　1180席

事業効果 指標

の推移 成果 #DIV/0!

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 5,935 

財源内訳

□

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 1,000 

一　般　財　源 4,935 

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減

そ の 他

終期の見直し
　多くの県民が優れた音楽に身近に親しむことができた。クリニックでは子どもたちが世界で活躍
する演奏家の指導を受け、演奏の仕方に対する意欲を高めていた。

□ 継　　続 □ 休　　止 ■ 完　　了

　多くの県民が優れた音楽に身近に親しみ、世界で活躍する演奏家から直接指導を受けた子供たち
は演奏に対する意欲を高めることができ、本事業の趣旨にふさわしい成果が得られたため、事業を
完了する。 見　直　し　額 △ 5,935 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □

－２４－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ Ｈ25 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

0

1,026

1,006

561点

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 「北前船主の館」文献調査事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　地域の観光資源として公開が期待できる重要文化財級の北前船主の建造物について、その歴史的位置づけや背景を明らかにし、総合的な価値を高めるため、建造物に所蔵される古文書等の調査を実施す
る。

［事業内容］

　現在、建造物の重要文化財指定を進めている河野浦の北前船主（中村家）について、建造物に所蔵される古文書等の調査を実施し、展示資料としての活用や古文書自体の文化財指定の可能性を検討す
る。
　建造物と古文書等資料を同時に公開できるよう、古文書の調査体制を強化し、通常５、６年必要となる調査期間を２年に短縮して実施する。
（１）調査対象　　　　中村家（南越前町河野）古文書等約８千点（大正～昭和期の書簡等を除く）
　　　　　　　　　　　文書内訳：中世・近世（室町時代～江戸時代）800点、近代（明治時代）7,200点
（２）調査検討体制　　歴史博物館を中心に文書調査チームを構成し、内容調査や整理を行い、展示構成等を検討
　　　　　　　　　　　監修　藤井譲治（元京都大学教授（近世史）、敦賀市出身）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 5,824 #DIV/0!

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 5,824

決 算 額 の 推 移

活動 調査古文書数 #VALUE! 800点

事業効果 指標

の推移 成果 #DIV/0!

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 5,824 

財源内訳

□

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 0 

一　般　財　源 5,824 

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減

そ の 他

終期の見直し
　平成２６年度までに約９，０００点の古文書をリストアップし、展示資料としての活用の検討を
進めることができた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

　県内には、未調査の古文書等が多数存在しするため、地域の活性化や観光に活用できる素材につ
いて調査や展示活用を進めていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □

－２５－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ Ｈ25 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

3,428

3,428

3,157

25

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 観光営業部 部（庁） 文化振興課

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言
における位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 朝倉氏遺跡資料館魅力アップ事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　復原町並周辺に訪れる観光客の興味や見学時間にあわせて、遺跡の見どころや出土資料、資料館の展示品の価値や魅力、戦国大名朝倉氏の歴史、当時の文化、資料館を含んだ遺跡観光モデルコース等の
遺跡観光情報を提供する「コンシェルジュ」を配置し、案内サービスの向上を図る。
　また、資料館情報を広く紹介する「ガイドブック」の発行や、豊富な出土資料に関する情報の公開とその価値の積極的なアピールにより、一層の来館者増を目指す。

［事業内容］

（１）案内・サービスの充実
　　①復原町並周辺に、遺跡観光情報をコーディネートして提供する「コンシェルジュ」を配置　土・日・祝日、ゴールデンウイークやお盆の期間（年間１２０日／人）
　　②資料館に「展示解説ボランティア」を配置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土・日・祝日、ゴールデンウイークやお盆の期間（年間１２０日／人）

（２）資料館の魅力を広くアピール・誘客促進のためのガイドブックの発行
　　①資料館が開催する企画展や逸品展、体験講座などの情報を県内外に広くアピールするガイドブックの発行
　　　（年２回　各１万部発行し、県外の主要なサービスエリア、県内主要な宿泊施設や道の駅等に設置）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 2,452 -28.5%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 2,452

決 算 額 の 推 移

活動 ボランティア登録者数 #DIV/0!

事業効果 指標

の推移 成果 #DIV/0!

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 2,452 

財源内訳

□

国　　　　　庫 0 

その他特定財源 0 

一　般　財　源 2,452 

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減

そ の 他

終期の見直し
　コンシェルジュやボランティアによる案内を通じて観光客のニーズに応えるサービスが提供でき
た。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

　「ガイドブック」によるＰＲを通じて来客増を図り、案内サービスの充実により口コミやリピー
ター像を図る。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □

－２６－


